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21群馬大学教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編 第 42巻 21―42頁 2007
れたことによく表れている（拙稿「北川民次と創造主義の美術教育」??参照）。
しかし今日、私たちはウィリアム・ジョンストン（William Johnstone,1897-1981）やマリオン・
リチャードソン（Marion Richardson,1892-1946）、ヴィクタ ・ーローエンフェルド（Viktor Lowenfeld,
1903-1961）など、「創造主義の美術教育」の理論家、実践家として知られる人々が思春期の美術教
育に強い関心を抱き、その問題を真摯に追究したことを知っている。






























































































































































































































































































































































































































図21 彫像による空間構成（a) 図22 彫像による空間構成（b)
























































































































and Mental Growth”3rd Edition,The Macmillan Campany,New York,1947.
6)幼児期末から児童期にかけて健常な子どもに広く見られる様式で、発達段階の上からは、「図式期」「知的写実期」
などと名付けられている。
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